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知床財団のインターンシップとは 
 
知床財団では、知床の自然を知り、守り、伝えるために、また、国立公園の実働機関として、各種業務に取り

組んでおります。 
 

インターンシップにおいて就業すると想定される業務は概ね以下のとおりです 

○ 調査研究事業に関わる、サンプリング、モニター調査の補助 

○ 森林再生事業に関わる、現地調査、実作業。 

○ 知床自然センターの来館者受付業務、施設管理業務 

○ その他、知床財団の実務全般 
＊ 専攻に関連する業務に就業できるよう、調整はいたしますが、 

こちらの都合によりその他一般業務にも就いていただくことになります。予めご了承ください。 
 
 
 
 
 
 
実りある体験となりますよう、よろしくお願いいたします。 

  
 
 
お問い合わせ先 
知床財団 普及研修係 担当 岡本・秋葉   

E メール：intern@shiretoko.or.jp 電話：０１５２－２４－２１１４  



ボランティア活動のてびき 

 
知床自然教育研修所（宿泊施設） 
 
知床自然教育研修所は、知床国立公園や周辺地域での調査研究、ボランティア活動、研修や視察を行う人が利

用者できる自炊式の宿泊施設です。 

インターンシップの皆さまは、期間中宿泊が可能です。別途宿泊費が必要ですが、割引料金でご利用いただけ

ます。活動期間の前後に宿泊することも可能ですので、ご検討の方は担当者までお問い合わせください。 

 

＊ 当施設の宿泊に関しては、該当目的以外の利用はできませんのでご了承下さい。 

＊ 基本的には男女別の相部屋になります。 

 

利用料金 
宿泊料金：400円／1泊（通常800円） 

米代（自炊の場合）100円／1泊       （その他、シーツ代500円がかかります） 

 

設備 
共同の台所、食堂、風呂、トイレのほか、6部屋（10帖×2部屋、8帖×4部屋）が完備されています。テ

レビ、洗濯機、冷蔵庫、炊飯器、電子レンジ、トースター、ガス台、調理器具、食器、調味料、米が備えられ

ています。 

＊自炊をする方は、米・調味料以外の食料品については各自ご用意ください。 

 
利用に際してのお願い 
＊ 研修所は共同の宿泊施設です。周りの人に配慮して、清潔に利用しましょう。 

＊ 退去時には各自で掃除をしていただきます。 

＊ 宿泊時に、他の利用者と相部屋（男女別）になることもありますので、あらかじめご了承ください。 

 

研修所の所在地 
北海道斜里郡斜里町ウトロ東 

＊電話・インターネット設備はありません 

 

研修所周辺の交通 

知床自然センターまで：車で1０分（約5キロ） 

ウトロバスターミナルまで：徒歩10分 

スーパーやコンビニエンスストアまで：徒歩10分 

知床自然教育研修所は海を見下ろす高台の上にあります。 

・ ウトロ交番の向かいの坂を上り、突き当たりを左折します。 

・ さらに進んで、突き当たりを左折します。 

・ まっすぐ進むと、突き当たりの木立の中に研修所があります（町営温泉夕陽台の湯と同じ敷地です）。 
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【ウトロの地図】 
１．ウトロバスターミナル 
２．スーパーみたに 
３．セイコーマート（コンビニ） 
４．郵便局 
５．ガソリンスタンド 
６．ウトロ漁村センター 
７．消防署 
８．夕陽台の湯（温泉：夏期のみ）

９ 知床グランドホテル 

１０ 知床プリンスホテル 

１１ 知床花ホテル 

１２ 知床第一ホテル 



 

インターンシップのてびき 

インターンシップ活動中の服装（屋内） 
制服（長袖 Y シャツ）を貸出します。長ズボン（なるべく速乾性のある化繊のもの、G パンは不可）を着用
してください。インフォメーションでの受付業務をしていただくこともあります。お客様に不快な気持ちを抱

かれないよう、身だしなみには留意ください。 
 
 
野外活動の装備と持ち物 
場合によっては、国立公園のパトロール、森林再生作業など、野外での仕事、キャンプ泊での野外調査などを

行ってもらう場合があります。 
 
野外での活動を行う場合、下記のような持ち物が必要になります（夏季）。 

・弁当または弁当箱（野外で食事をとる場合があります。知床自然センターでは弁当は販売していません） 

・水筒 

・雨具（セパレートタイプのもの。防水・透湿性のあるゴアテックス製などが望ましい。ただし、野外での活

動の場合は汚れるので、素材にこだわらず汚れても良い雨具を使うことをお勧めします） 

・帽子 

・軍手 

・トレッキングシューズ 

・長靴（森林再生作業時や積雪期の活動の場合。貸し出しも可能です。） 

・セーターやフリースなどの防寒着（夏でも朝晩や悪天時は寒い場合があります） 

・タオル 

・筆記用具 

・リュック（自分の荷物が入る程度の大きさ） 

・長袖のシャツと長ズボン（なるべく速乾性のある化繊のもの） 

（冬季の服装については、別途ご案内します） 

 

あれば便利なもの 

・双眼鏡 

・図鑑 

 

宿泊施設（知床自然教育研修所）を利用する場合 

・寝間着・歯ブラシなど宿泊に必要なもの 

・自炊をする場合は米・調味料以外の食材 

 
 

＊ 季節や活動内容によって必要なものは変わりますので、担当までご相談下さい。また、こちらでお貸しで

きるものもあります。 



ボランティア活動のてびき 

 

インフォメーション業務について 
 
 
知床自然センターでの勤務は、施設を利用するビジターに対しての、様々な形で情報提供や、利用に当たって

の誘導・案内、施設管理などを行うインフォメーション業務です。 
基本的には接客業になりますので、以下のような点を留意してください。 
 
 
 
◎留意点 
1. 服装や身だしなみを整える。 
2. 誠意を込めて接客する。 
3. いつも笑顔を絶やさない。 
4. インフォメーションカウンター内で飲食をしない。 
（飲食スペースを除く） 

5. 利用者からの問い合わせに対して、回答に自信がない場合は無理に答えない。 
（誤った情報提供は、利用者の安全性を損なう可能性があります。） 

 
 
 
 
◇その他業務 
・ 販売物の陳列、整理 
・ 賛助会員向け会報誌の製本、発送準備 
・ 知床自然センター敷地内の清掃、巡回 
 
 
 
 
 


